
平成３０年度第１回本庄市総合教育会議 次第 

日 時 平成３０年６月２６日（火） 

午後２時３０分から３時５０分（予定） 

場 所 本庄市役所職員厚生室

１．開  会

２．市長挨拶

３．教育長挨拶

４．議  題 

 （１）教職員の働き方について（意見交換） 資料１ 

 （２）塙保己一の啓発について（次世代にどう伝えていくか） 

（意見交換） 資料２ 

５．その他 

６．閉  会

【配布資料】

資 料  1 ：教職員の働き方について

資 料  2 ：塙保己一の啓発について（次世代にどう伝えていくか）

参考資料１：本庄市総合教育会議運営要綱

参考資料２：平成２９年度実践研究事業の成果のまとめ
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 教職員の働き方について  

１ 現状・課題【市内教職員の勤務状況】

【本市教職員の在校時間の平均時間（平成２９年度）】

   平成２９年 ４月  １１時間１０分

         ５月  １１時間１８分

         ６月  １１時間０８分

         ７月  １０時間２１分

         ９月  １１時間０２分

        １０月  １１時間０６分

        １１月  １０時間５６分

        １２月  １０時間３７分

   平成３０年 １月  １０時間３０分

         ２月  １０時間４２分

         ３月  １０時間３２分

２ 学校の多忙化解消に向けた取組【在校時間短縮のための取組】

  【各学校】 

◯教職員の出退勤時刻の記録（現在は自己申告方式）

・教職員自身に自分の在校時間の記録を付けさせ、在校時間の意識化を図る。

◯「ふれあいデー」、「ノー残業デー」の設定

 ・ふれあいデー（毎月２１日）、ノー残業デー等を設定し、定時退勤日とする。

◯学校内の会議等の精選、事務の効率化

・資料事前配布等による会議時間の短縮。平成２９年度より「事務の共同実施」開始

する。

  【市教育委員会】

   ◯事務及び調査等の簡素化や効率化

    ・教育委員会から学校への発出文章の精選、調査等の簡素化を進める。

   ○校務支援ソフト（Ｃ４ｔｈ）の導入

    ・校務支援ソフトを導入し、出席簿、通知表等の作成事務の簡素化を図る。

   ◯様々な機会を通しての啓発

・校長会、教頭会、学校訪問時等に在校時間の短縮の啓発及び指導

   ○学校閉庁日の設定

    ・毎年８月１１日から８月１６日、１１月１４日（県民の日）を学校閉庁日とする。

   ◯市立中学校の「部活動方針」の作成に向けた取組

【現状・課題】

◯平成２９年度１年間の市内教職員の在校時

間の平均は、「１０時間５２分」であった。

◯１日当たり、約３時間の時間外勤務を行っ

ている。１ヶ月で、約２２日の勤務日とす

ると、約６６時間以上の時間外勤務となる。

（※過労死ライン：月８０時間程度）

●市内教職員の勤務状況の正確な把握と分析

●どんな業務改善ができるかの検討

●教職員の意識改革（時間を意識した働き方）

資料１
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    ・中学校と連携し、国の「部活動ガイドライン」、県の「部活動の在り方に関する方針」

を受け、市の方針を策定予定

   ◯スクール・サポート・スタッフのモデル校への配置（平成３０年度より）

    ・教員の事務作業等を補助するスタッフを市内５校（東小・中央小・児玉小・南中・

児玉中）

     に配置する。

    ・学期末等の繁忙期を中心に年間３５日の配置（効果の検証を行い、拡大の研究・検

討）

  【埼玉県】

   ◯重点モデル地域での研究…伊奈町「カエル会議」

    ・業務アシスタント等の配置し、業務アシスタントがやる業務を明確にする取組を通

して、教員が本来やるべき業務と教員以外の人でもできる業務を明確化する。

   ◯「学校現場における業務改善」の現状と今後の取組（別添：参考資料参照）
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 塙保己一の啓発について（次世代にどう伝えていくか）  

Ⅰ 学校における啓発について

１ 現状について【塙保己一の学習の状況】 

（１）基本的な考え方（目標）

   ○本庄市の子供たちが、郷土の偉人である塙保己一の生き方について学び、誇りを持っ

て、他者に塙保己一について伝えることができるようにする。

（２）本市での塙保己一の学習内容

  【社会科】

   ○小学校４年生の「社会科副読本」

   ○中学校２年生の歴史教科書（教育出版社発行）

  【道 徳】

   ○小学校２年生「彩の国の道徳」（埼玉県教育委員会作成）

・塙保己一～やさしさを力にかえて～

   ○小学校５年生「彩の国の道徳」（埼玉県教育委員会作成）

・盲目の国学者～「群書類従」にいどんだ塙保己一～

・埼玉ゆかりの三偉人

○小学校高学年用「郷土教材」（Ｈ２８本庄市教育委員会作成）

 ・郷土の偉人 塙保己一

○中学校２年生「彩の国の道徳」（埼玉県教育委員会作成）

 ・嘆きを感謝に

【総合的な学習の時間】

○塙保己一の学習（金屋小）

  【その他】

   ○全学校・全学級に塙保己一の肖像画を掲示している。

   ○「塙保己一の本」の設置（教室や図書室など）

   ○「塙保己一物語」紙芝居の読み聞かせ

   ○校長講話の実施

   ○立志式（全中学校２年生）

   ○教職員研修（新任・転任教職員研修、初任者研修）

２ 参考【深谷市：渋沢栄一の学習状況】 

  【社会科】

   ○小学校４年生の「社会科副読本」

資料２
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  【道 徳】

   ○深谷こころざし読本（深谷市教育委員会作成）

    ・小学校第１学年～第３学年用、小学校代４学年～第６学年用、中学校第１学年～第

３学年用

○青淵・こころざし歳時記（深谷市教育委員会作成）

    ・小学校第１学年～第３学年用、小学校代４学年～第６学年用、中学校第１学年～第

３学年用

○渋沢栄一こころざし読本（深谷市教育委員会作成）

    ・小学校第１学年～第３学年用、小学校代４学年～第６学年用、中学校第１学年～第

３学年用

Ⅱ 塙保己一記念館における啓発について

１ 「塙保己一記念館」

塙保己一は、1746（延享３）年に武蔵国児玉郡保木野村（現本庄市児玉町保木野）に生

まれ、盲目のハンディを抱えながら 666 冊の「群書類従」編纂・刊行し、和学講談所を設

立した偉大な国学者です。記念館では塙保己一の遺品や関係資料（埼玉県指定文化財）を

収蔵展示し、保己一の業績を紹介している。

２ 沿革

「塙保己一記念館」は、昭和４３年４月、雉岡城跡公園内に「塙記念館」として開館し、

その後、平成２７年７月、「アスピアこだま」内に、「塙保己一記念館」としてリニューア

ルオープンした。

３ 主な展示資料

  ・保己一の生涯と人物 「総検校塙保己一肖像」、「御伝」（保己一の伝記）「抹茶茶碗」、「蔵

書印」など

  ・群書類従の編纂資料 「群書類従の版木」、「出版費用借用証文」等

  ・和学講談所関連文書 「裏六番町拝借地関係書類」（講談所設立用地貸出許可書）、「温古

堂規律書」（講談所の規則）、「温古堂塾中法度」（同） 

等など

４ これまでの取り組み

・平成２９年度に、昭和４３年の旧「塙記念館」開館以来の変遷を写真で振り返る企画展

を開催した。

・子供向けの啓発用ビデオ「はなわほきいちものがたり」を作成し、市内の小中学校に配

布しました。

・平成２９年度から、深谷市・熊谷市と連携して、埼玉県の三偉人、塙保己一・渋沢栄一・

荻野吟子を一体的にＰＲする取り組みを進めている。
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塙保己一記念館外観              塙保己一記念館展示室

Ⅲ 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会における啓発について

顕彰会 内     容

（１）会議の開催     

・顕彰会会議の開催 ・顕彰会会議の開催 役員会 年２回（４月・８月）  

事業部会 年２回（７月・２月） 

総会並びに講演 ５月下旬 開催  

（２）顕彰事業の推進     

・墓所移転、墓誌碑   平成２４年度に移転、建立 

・本庄早稲田駅前に銅像・塙保己一少年像 平成２７年度に建立  維持管理を行う    

・顕彰祭の運営開催 ・遺徳顕彰祭 毎年 ９月１２日  参加者による献花並びに講演 

・墓地の清掃 ・墓地の清掃 
総会、顕彰祭、塙保己一賞の開催時にお墓に花を供え

る 

・啓発看板 ・啓発看板 市内 7 箇所ある看板の維持管理を行う  

（３）塙保己一賞の支援（県主催）    

・塙保己一賞に共催 ・塙保己一賞に協力 
毎年 １２月第２土曜日に児玉文化会館で開催 表

彰式並びに講演 

・塙保己一賞に会員参加・塙保己一賞に会員参加会員へ開催通知を発送する 

（４）広報普及活動の推進    

・市民向け説明会 ・市民向け説明会 事業部会による出前講座「塙保己一の生涯」 など

・市広報誌に記事掲載 ・各事業の記事掲載 随時掲載依頼を行う 
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・パンフレット ・イベントに参加 
ふれあい祭り、島村の観光祭りなどイベント時にパン

フレットの配布 

・保己一クイズ 
・クイズとファイルを配

布 

成人式に保己一に関するクイズとクリアーファイル

を配布 

・啓発パネル ・啓発パネル展示 
本庄早稲田駅に生家、記念館、塙先生、墓所、百年碑、

などのパネルを展示 

・マンガ本の販売 ・マンガ本の販売 
１冊 １，２９６円 セルディ及びインフォメーショ

ンセンターで販売 

・ホームページ啓発 ・ホームページ啓発 随時更新 

・会員募集 
・会員募集（継続・新規

加入） 
年間を通して会員の募集及び受入れ 

・会報誌の発行 ・会報誌の発行 年３回 （５月 ９月 １２月発行）会員へ配布 

・他機関との連携 ・他機関との連携 
本庄市、埼玉県、公益社団法人温故学会等との連携調

整 

・各種団体への後援 ・各種団体への後援 
団体が実施する塙保己一先生の遺徳顕彰に資する啓

発事業の後援 

◎出前講座 （各自治会）    

    参加者   

Ｈ２４ ４４自治会 1,327人 

Ｈ２５  ４自治会 144人 

Ｈ２６ ３１自治会 811人 

  ７９自治会 2,282人 

上記 以外の講座       

Ｈ２５ ２団体（本庄法人会、こだま青年会議所） 41人 

Ｈ２６ ２団体（上町豊寿会、本庄商工会議所） 50人 

Ｈ２７ 児玉高校（全校生徒） 480人 

    571人 

Ⅳ 市民総合大学における啓発について

年度 コース 会場 講座名 講師肩書き 講師名 受講者数

Ｈ２６
シニア

セルディ 

中央公民館
塙保己一とヘレンケラー（各 1 回）

本庄市 

身体障害者福祉会 
種村 朋文 140 人

ミドル セルディ 塙保己一と群書類従（全 4 回） 本庄市 長谷川 典明 126 人
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文化財保護審議会委員

Ｈ２７ミドル
早稲田ﾘｻｰﾁ

ﾊﾟｰｸ 
保己一と書状（全 3 回） 

本庄市 

文化財保護審議会委員
長谷川 典明 91 人

Ｈ２８ミドル
早稲田ﾘｻｰﾁ

ﾊﾟｰｸ 

塙保己一とその周辺の人々（全 2

回） 

本庄市 

文化財保護審議会委員
長谷川 典明 99 人

Ｈ２９ミドル
早稲田ﾘｻｰﾁ

ﾊﾟｰｸ 
塙保己一の業績に学ぶ（全 3 回）

本庄市 

文化財保護審議会委員
長谷川 典明 84 人

Ｈ３０ミドル

早稲田ﾘｻｰﾁ

ﾊﾟｰｸ 
塙保己一遺徳顕彰の歩み（全 3 回）

本庄市 

文化財保護審議会委員
長谷川 典明

温故学会 （温故学会見学） 温故学会 斎藤 幸一   
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